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ネクスコ・エンジニアリング東北
健 康 白 書

2026



東北地方の高速道路が地域の安心や暮らしの向上につな

がることを目指し、お客様がいつでも安心して高速道路を

使うことができるよう、常に最高の状態にしていくことが私

たちの使命です。

この社会的使命を高いレベルで達成していくためには、社

員一人ひとりが心身ともに健康で、活き活きと働き続ける

ことができ、その持てるパフォーマンスを最大限に発揮でき

るようにすることが大切です。私たちは、職場環境の整備や

社員の健康保持・増進に積極的に取り組むことをここに宣

言します。
株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北

代表取締役社長

ネクスコ・エンジニアリング東北
健 康 経 営 宣 言
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当社は、社員一人ひとりの健康が最大限のパフォーマンス発揮と企業価値の向上を支える基盤

であると考え、喫煙対策を重要な経営課題として位置づけています。

喫煙および受動喫煙が及ぼす健康影響を真摯に受け止め、職場環境のさらなる改善と健康意

識の向上を図るとともに、全社的かつ継続的に実効性のある取り組みを推進してまいります。

私たちは、社員とその家族の健康を守る責任を強く自覚し、禁煙支援の充実や受動喫煙防止対

策の強化を強い意志で着実に進めてまいります。 

すべての社員が当事者意識を持ち、自らの健康行動を見直すとともに、相互に配慮し合う職場

風土を醸成しながら、実効性ある取り組みに主体的に参画することを強く期待します。

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北

代表取締役社長

ネクスコ・エンジニアリング東北
喫煙対策推進宣言
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専務取締役
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健康経営統括責任者
代表取締役社長

代表取締役社長を健康経営統括責任者とし、全社体制で健康経営を推進します。

健康経営推進責任者
総務本部長

安全衛生委員会
衛生委員会・安全委員会

健康推進責任者
本社：本部長・部長・室長
事業所：所長・センター長 産業医・産業保健職

健康保険組合

社員・家族

健康経営 推進体制

健康経営推進責任者補佐

労務部長

内部連携

外部連携

職場における健康推進活動

健康推進副責任者
本社：部付担当部長・次長

事業所：副所長・副センター長

健康推進担当者
本社：主幹・課長/担当課長

事業所：課長

健康経営推進会議



当社は、健康経営を通じて社員の健康を保持・増進し、生産性を高めることに
より、東北地域の安心や暮らしの向上に貢献します。

パフォーマンス
の発揮

体と心の健康づくり

フィジカル・メンタルヘルスの
リテラシー向上

健康意識の醸成

心身ともに健康で活き活きと働いている

➢ 社員一人ひとりの健康を保持・増進するため、「自分の健康管理は自ら主体的に行う」という意識を育みます

➢ 社員のフィジカル・メンタルヘルスのリテラシー向上のため、社員への健康情報提供や個別支援を行います

➢ 社員の体と心の健康づくりのため、様々な手法を活用して社員の生活習慣改善を支援します

➢ 社員がパフォーマンスを最大限に発揮できるよう、職場環境の改善や働き方改革に取り組みます

健康経営 基本方針

健康ビジョン 2030  
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東北地域の安心や暮らしの向上
生産性の向上



健康経営 戦略マップ
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健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変

容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で目指すもの

感染拡大防止対策

勤怠管理システム導入

健康診断結果

管理分析システム

パルスサーベイ導入

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

セルフケア・ラインケア

に関する

知識・対応力の向上

総労働時間、所定外労働

時間の削減及び

休暇取得の向上

蜂刺されや熱中症による

労働災害の防止

感染者の減少

ヘルスリテラシーの向上

（疾病・メンタル不調の

一次予防、二次予防

女性特有の

健康障害の防止）

イベント参加率・満足度の

向上と健康メール閲覧数

の増加

健康情報の配信

治療と仕事の両立支援

メンタルヘルス対策

感染症予防対策

上水設備業務者

腸内細菌検査

勤怠管理システムの

運用

全事業所における

健康講話・測定会開催

看護師巡回個別面談

（再検査受診勧奨・

メンタル相談・

保健指導 等）

パフォーマンスの

向上で得る

生産性の向上

風通しの良い

職場づくり

プレゼンティーイズムの

改善

コミュニケーションの

活性化

仕事満足度及び

エンゲージメントの向上

傷病者・メンタル不調者の

低減

ワークライフバランスの

充実
ワークライフバランスが

充実した社員の

割合の増加

メンタル不調者の低減

蜂刺されや熱中症に

よる労働災害ゼロ

感染予防対策の向上

（インフルエンザ等

予防接種率向上）

健康的な生活習慣

（健康的な食事・

睡眠・適切な運動・

適正な飲酒・

禁煙）の社員

の割合の増加

生活習慣に関連する有

所見率の低減と

再検査受診率の向上

人材の定着と

採用力向上

健康測定機器導入

（体組成測定・

野菜摂取量測定等）

健康障害防止

安全対策

蜂抗体検査、エピペン

費用助成・陽性者指導

及び熱中症対策

オフィス環境の整備

産業保健体制の

強化

スマートオフィス化の

推進

人間ドックの推進

ウォーキングイベント

（健保・自社）の実施

喫煙対策

再検査の費用助成

禁煙プログラム参加者

・成功者割合の向上ヘルスアクション

ポイント制度導入

NETオリジナル体操制作
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2025年度の結果と振返り



2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
参考※

全国平均

【中期計画】
2025年度
数値目標

【長期計画】
2030年度
数値目標

健康診断の
確実な受診

健康診断受診率※１ 100% 100% 100％ 100％ 100％ 91.9％ 100% 100%

再検査受診率 54.6％ 51.8％ 59.7％ 63.3％ 62.5％ 80％ 100％

ハイリスク者低減

特定保健指導基準対象者率
※２ 27.4% 21.1% 23.1％ 19.9％ ー 16.6％ 15% 10%

特定保健指導実施率※３ 9.5% 5.5% 8.5％ 50.8％ ー 27.6％ 50% 80%

有所見

血圧※４ 18.2% 16.4% 19.4％ 17.2％ 14.9％ 18.4% 16％ 15%

脂質※５ 42.2% 41.3% 37.8％ 23.3％ 23.7％ 31.2% 20％ 18%

肝機能※６ 19.0% 19.9% 19.6％ 17.4％ 16.5％ 16.2% 16％ 14%

糖代謝※７ 16.1% 14.3% 17.2％ 15.3％ 13.8％ 13.1% 13％ 9%

肥満
ＢＭＩ25以上

全体 39.0% 39.6% 37.4％ 37.6％ 34.9％ 35％ 30%

男性 41.7% 42.1% 39.7％ 40％ 37％ 31.5％ 37％ 32%

女性 10.6% 12.2% 11.8％ 15％ 15.4％ 21.1％ 11％ 10%

健康的な
生活習慣

運動習慣率※8 18.8% 22.8% 25.1％ 29.2％ 30.2％ (男性)38.5%
(女性)31.5% 35% 40%

喫煙率※9 30.3% 28.6% 30.3％ 29.9％ 29.5％ 14.8％ 27％ 15%

メンタル
ヘルス

ストレスチェック受検率 99.6% 99.5% 99.8％ 99.8％ 100％ 100% 100%

非高ストレス者 95.5% 93.5% 94.4％ 95.8％ 96.7％ 95% 98%

働き方改革
総実労働時間 1,871ｈ 1,877ｈ 1,860ｈ 1,872ｈ 1,844ｈ 1,850ｈ 1,840ｈ

休暇取得日数 20.5日 21.4日 22.4日 21.1日 22日 23日 25日

生産性向上 プレゼンティーイズム※10 ー 76.9% 77.4％ 78.1％ 62.9％ 80% 90%

健康中長期計画 数値目標
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※出典 厚生労働省
定型統計 2024
国民健康・栄養調査 2024

健康ビジョン2030の達成のために「健康数値目標（ＫＰＩ）」を設定し、経年で進捗管理を行います。
健康数値目標達成に向け、PDCAサイクルにより施策の改善を行います。

※１～11の注釈は9ページに記載 緑字：良化 赤字：悪化

達成

達成

達成

達成

達成

達成 達成

達成

達成

2025年度の実績において
達成したもの→ 達成



2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
参考※

全国平均
2026年度
数値目標

【長期計画】
2030年度
数値目標

健康診断の
確実な受診

健康診断受診率※１ 100% 100% 100％ 100％ 100％ 91.9％ 100% 100%

再検査受診率 54.6％ 51.8％ 59.7％ 63.3％ 62.5％ 80％ 100％

ハイリスク者低減

特定保健指導基準対象者率
※２ 27.4% 21.1% 23.1％ 19.9％ ー 16.6％ 15% 10%

特定保健指導実施率※３ 9.5% 5.5% 8.5％ 50.8％ ー 27.6％ 70%※11 80%

有所見

血圧※４ 18.2% 16.4% 19.4％ 17.2％ 14.9％ 18.4% 13％※11 10%※11

脂質※５ 42.2% 41.3% 37.8％ 23.3％ 23.7％ 31.2% 20％ 18%

肝機能※６ 19.0% 19.9% 19.6％ 17.4％ 16.5％ 16.2% 15％※11 14%

糖代謝※７ 16.1% 14.3% 17.2％ 15.3％ 13.8％ 13.1% 12％※11 9%

肥満
ＢＭＩ25以上

全体 39.0% 39.6% 37.4％ 37.6％ 34.9％ 33％※11 30%

男性 41.7% 42.1% 39.7％ 40％ 37％ 31.5％ 35％※11 32%

女性 10.6% 12.2% 11.8％ 15％ 15.4％ 21.1％ 11％ 10%

健康的な
生活習慣

運動習慣率※8 18.8% 22.8% 25.1％ 29.2％ 30.2％ (男性)38.5%
(女性)31.5% 35% 40%

喫煙率※9 30.3% 28.6% 30.3％ 29.9％ 29.5％ 14.8％ 27％ 15%

メンタル
ヘルス

ストレスチェック受検率 99.6% 99.5% 99.8％ 99.8％ 100％ 100% 100%

非高ストレス者 95.5% 93.5% 94.4％ 95.8％ 96.7％ 98%※11 100%※11

働き方改革
総実労働時間 1,871ｈ 1,877ｈ 1,860ｈ 1,872ｈ 1,844ｈ 1,840ｈ※11 1,830ｈ※11

休暇取得日数 20.5日 21.4日 22.4日 21.1日 22日 23日 25日

生産性向上 プレゼンティーイズム※10 ー 76.9% 77.4％ 78.1％ 62.9％ 80% 90%

健康中長期計画 数値目標
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※出典 厚生労働省
定型統計 2024
国民健康・栄養調査 2024

※１～11の注釈は9ページに記載 緑字：良化 赤字：悪化

健康ビジョン2030の達成のために「健康数値目標（ＫＰＩ）」を設定し、経年で進捗管理を行います。
健康数値目標達成に向け、PDCAサイクルにより施策の改善を行います。

2025年度に当初の数値目標を
達成したため上方修正したもの
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健康中長期計画 数値目標（ｐ7、８）の注釈

※１ 健康診断（定期・雇入れ・生活習慣病）、人間ドックの受診率

※２ 特定健康診査を受けた者のうち、特定保健指導の対象となった者の割合

※３ 特定保健指導基準対象者のうち、特定保健指導を受け、かつ終了した者の割合

※４ 収縮期血圧140ｍｍＨｇ以上 または 拡張期血圧90ｍｍＨｇ以上 （日本高血圧学会）

※５ ＬＤＬコレステロール 140ｍｇ/ｄｌ以上、ＨＤＬコレステロール 40ｍｇ/ｄｌ未満、

中性脂肪 150ｍｇ/ｄｌ以上 のいずれかを満たす場合 （日本動脈硬化学会）

※６ ＡＳＴ（ＧＯＴ） 51Ｕ/Ｌ以上、ＡＬＴ（ＧＰＴ） 51Ｕ/Ｌ以上、γ-ＧＴＰ 101Ｕ/Ｌ以上 のいずれかを

満たす場合 （厚生労働省）

※７ ＨｂＡ1ｃ 6.0％以上 または 空腹時血糖 110ｍｇ/ｄｌ以上 （日本糖尿病学会）

※8 週２回３０分以上の運動を１年以上継続している者

2022年度以前は土健保調査値（対象：40歳以上）、2023年度以降は当社調査値（全社員対象）による

※9 習慣的に1か月以上継続して喫煙している者

※10 病気やケガがない時を100％とした場合の仕事の生産性 4週間の平均

2025年度より、測定手法を変更（東大1項目→WHO-HPQ）したため、前年との単純比較はできず、

数値低下は手法差の影響によるものと推察されます

※１１ 2025年度に当初の数値目標を達成したため上方修正したもの
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運動習慣率が低く、肥満率が高いこと、喫煙率が高いことから、生活習慣病の発症リスク低減と
罹患者の重症化予防のため、生活習慣の改善を最重点課題として取り組み、また女性社員比率
の高まりに応じて、女性の健康課題への取り組みを追加しました。（2025年度の新規取り組みは赤字）

①病気の重症化予防への取組

＊健康診断の予約と受診期間を早期に設定、再検査費用助成制度の継続

＊看護師事業所巡回の時期を早め、新卒・経験者採用は全員面談を実施

＊産業医等、所属長、健康管理責任者による再検査の受診勧奨、報告書の義務化

＊看護師事業所巡回個別面談、推定野菜摂取量「ベジチェック」測定会の実施継続

＊特定保健指導の義務化、委託業者はRIZAPを継続

②運動習慣定着に向けた取組

＊NETオリジナル体操の制作にあたり、試作体操動画を全拠点で体験後アンケートを実施

＊TANITA体組成測定会の継続および前回結果との比較方法について健康講話内で説明

＊ウォーキングイベント「どけぽんウォーク」に続けて会社独自のウォーキングイベントを実施

＊産業医、看護師による健康メールの週1配信

③喫煙対策

＊受動喫煙防止をテーマとした健康講話を全拠点で実施

＊当社の喫煙対策をトップメッセージで周知

＊リテラシーの向上（喫煙関連の情報提供）

＊毎週水曜日の就業時間内禁煙推奨日「スワンデー」継続

＊土健保の禁煙施策「みんチャレ禁煙」への参加促進

④女性の健康課題への取組

＊女性産業医による健康セミナー（上半期：全社員対象）

＊女性産業医による健康セミナー（下半期：女性社員対象）

＊生理休暇の名称変更、休暇取得単位の拡大

2025年度の取組方針
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健康中長期計画 2025年度振返り

☆病気の重症化予防への取組

再検査受診率 80％

特定保健指導実施率 50％

★病気の重症化予防への取組

再検査受診率 62.5％

特定保健指導実施率 （2024年度） 50.8％（※）

●2025年度目標 ●2025年度結果

☆運動習慣定着に向けた取組

運動習慣率 35％

★運動習慣定着に向けた取組

運動習慣率 30.2％

☆喫煙対策

喫煙率 27％

★喫煙対策

喫煙率 29.5％

評価：△
特定保健指導を義務化した結果、特定保健指導実施率は前年度+42.3pt、約6倍に増え目標を達成した。
再検査受診率は前年度-0.8ptへ下がり、目標には届かず。

評価：△
運動習慣定着を目的に実施した健康イベントを2年連続実施し、ウォーキングイベントもどけぽんウォークに続いて
会社独自のウォーキングイベントを実施した結果、前年度+1ｐｔへ微増したが、目標には届かず。

評価：△
毎週水曜日の就業時間内禁煙推奨日「スワンデー」を継続し、「みんチャレ禁煙」など禁煙推進した結果、喫煙率は前
年度－0.4ptの微減となったが、目標には届かず。喫煙対策をテーマとした健康講話の効果は2026年度に評価。

（※）2025年度の特定保健指導実施率は2026年度末に結果報告
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病気の重症化予防への取り組み結果①

健康診断の早期予約（7月末日まで）、早期受診（11月末日まで）を勧奨した結果

2024年度 11月末日までの健康診断受診率 96％ （2月末まで100％）

＊再検査受診率（数値目標）

2023年度 2024年度 2025年度

実績 実績 実績 目標 評価

要再検査率 52.3％ 58.8％ 58.9％ - -
生活習慣病関連の
要再検査率

40.9％ 39.8％ 38.8％ - -

再検査受診率 59.7％ 63.3％ 62.5％ 80％ ×

要再検査対象となった社員は0.1pt増加しましたが、生活習慣病関連の項目においては1ｐｔ減少しました。
早期受診の呼びかけと所属長、健康管理責任者による再検査の受診勧奨を強化しましたが、
再検査受診率は0.8ｐｔ減少し、目標未達となりました。

＊健康診断の受診状況

＊特定保健指導受診率

◎ 特定保健指導を義務化した結果、実施率は前年度+42.3pt、約6倍に増加しました。

★健康診断・再検査の確実な受診

★特定保健指導の義務化

2025年度 11月末日までの健康診断受診率 97％ （1月末まで100％）



13

①生活習慣病系項目において受診率が低い項目 受診率

血圧 39.6％

脂質 49.0％

尿酸 48.8％

糖代謝 53.6％

肝機能 55.7％

②精密検査・画像検査系は受診率が高い項目 受診率

胸部レントゲン 92.3％

上部消化管 90.5％

腹部超音波 90.0％

動脈硬化 85.7％

便潜血 81.0％

＊再検査受診率低迷についての考察

生活習慣病系項目の再検査件数が多く
かつ受診率が低いため、全体の再検査
受診率低迷に大きく影響している

自覚症状が乏しく「急がなくても良い」
「すぐに命に関わらない」と受け止めら
れやすく、再検査の必要性が腹落ちして
いない可能性が高い

「がんが心配」「重そう」
「健診機関で強く勧められる」
といった危機感の強さが
受診行動につながっていると
考えられる

① 緊急性・必要性が伝わっていない② 生活習慣病系項目は、どの診療科を受診すればよいか不明確③ フォローが全項目一律で、重点化されていない

課 題

再検査受診率低迷の主因は、血圧・脂質・糖代謝等の生活習慣病関連項目における
受診率の低さであり、緊急性認識不足と受診ハードルの心理的高さが背景にある。
今後は項目特性に応じた案内方法と重点フォローにより、受診行動を促す必要がある。

改善策① 項目別に「伝え方」を変える
② 受診する診療科目を明示する

③ 重点5項目（血圧・脂質・尿酸・糖代謝・肝機能）について
特に生活習慣病関連項目は「今は元気でも将来の重大疾患につながる」

未受診者フォローを個別に手厚く行う

という時間軸のリスクを伝える

④ 生活習慣病をテーマとして産業医講話を実施する
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★健康診断・再検査の確実な受診
2025年度は前年度に続き、健康診断の早期化を継続するとともに、毎月の所

長会議において早期予約、早期受診を定期的にアナウンスし、所属長、健康管理
責任者による再検査受診勧奨を強化した結果、97％が11月までに受診し、1月
末には全員受診を達成できました。

しかしながら再検査受診率は0.8ｐｔ低下し、目標未達となりました。
再検査受診率低迷の主因は、血圧・脂質・糖代謝等の生活習慣関連項目におけ

る受診率の低さであり、緊急性認識不足と受診ハードルの心理的高さが背景に
あると考えます。
よって今後は、項目特性に応じた勧奨方法と重点フォロー、産業医による講話等
を通じた行動変容支援により、受診行動を促進していきます。

また、2025年度は、肝機能・尿酸・脂質・糖代謝・腎機能など生活習慣に起因す
る再検査項目が著しく増加し、将来的な重症化リスクの高まりが懸念されます。こ
のため、受診勧奨の強化に加え、生活習慣への介入強化が必要と考えます。
今年度は複数項目に影響する飲酒習慣に着目し、新たに減酒サポートプログラム
および適正飲酒セミナーを実施します。これにより「気づき」から「行動」「継続」に
つなげ、再検査対象者の減少と重症化予防、会社全体の健康度・生産性向上を図
ります。

健康診断・再検査に関する考察再検討
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★特定保健指導の義務化、委託業者の変更
特定保健指導は、委託業者をRIZAPに変更し、原則実施を義務付けました。

その結果、実施率は前年度比+42.3pt、約6倍に増え目標を達成しました。こ
れは参加ハードルの低減と行動変容を促す支援体制の強化が奏功した結果と
考えられます。 一方で、今年度は肝機能等の生活習慣関連項目の増加が認
められており、特に飲酒習慣が複数項目に影響を及ぼす要因として課題と
なっています。

このため、特定保健指導の実施率向上という「量の改善」に加え、今後は生活
習慣の「質的改善」につなげる内容の強化が重要と考えます。
具体的には減酒サポートプログラムおよび適正飲酒セミナーとの連動により、

保健指導の実効性向上を図ります。
特定保健指導対象者の減少も進展しており、今後はその流れを強化し、重症

化予防に繋げていきます。

特定保健指導に関する考察
効果
あり



2021 2022 2023 2024 2025

血圧 18.2% 16.4% 19.4% 17.2% 14.9%

脂質 42.2% 41.3% 37.8% 23.3% 23.7%

肝機能 19.0% 19.9% 19.6% 17.4% 16.5%

糖代謝 15.3% 14.3% 17.2% 15.3% 13.8%

肥満度 39.0% 39.6% 37.4% 37.6% 37.0%

ベジチェック 4.76 4.81 4.83 4.63 5.81
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有所見率とベジチェックグラフ

血圧 脂質 肝機能 糖代謝 肥満度 ベジチェック
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病気の重症化予防への取り組み結果②
＊食生活改善への取り組みとして継続してきた推定野菜摂取量「ベジチェック測定会」を
ゲーミフィケーションを取り入れた「ベジ活選手権」としてリニューアル開催しました。

★ヘルスリテラシー向上施策（ベジチェック測定会）

食べて応援！
あなたのベジ活が

チームを救う！

1.18ptUP！



2021 2022 2023 2024 2025

参加率 85% 89% 70% 79% 91%

野菜摂取意識向上度 87% 93% 88% 91% 91%

健康意識向上度 95% 95% 94% 95% 94%

イベント満足度 96% 97% 95% 96% 93%

ベジチェック平均値 4.76 4.81 4.83 4.63 5.81
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全社ベジチェック平均値とイベント後の意識変化5年間の
1.13ptUP

昨年度より
ベジチェック平均値が

1.13 UP!
推定野菜摂取量が

175ｇから300ｇへ
125ｇも増えました！

（2021～2025）

参加率が上がった（前年比+12pt）ことから、施策満足度や健康意識向上がやや低下している点
については、これまで不参加だった健康無関心層が一定数参加いただくことができたことによる
回答精度が向上したものと推察されます。 17



★ヘルスリテラシー向上施策（ベジチェック測定会）

前年度は施策のマンネリ化等の影響により、ベジチェック平均値は過去最
低水準まで低下したため、ゲーミフィケーションの要素を取り入れ、個人や
職場対抗のイベント「ベジ活選手権2025」を開催しました。

実施にあたっては、過去のベジチェック測定結果をデータ化し、各自が自
身の経年変化を確認できるよう情報提供を行うことで、主体的な行動変容
を促しました。また個人だけでなく部署単位でのチーム制を導入し、職場内
での相互啓発や競争意識を高める工夫を行いました。

その結果、測定平均値は前年比+1.18の5.81ｐまで改善、達成者（前回値
より2以上UPまたは7以上）は参加者の23％（184人）、参加率も前年比
+12.4ｐｔの91.2％と大幅に向上し、健康意識の向上と実践行動の広がり
が確認されました。

「健康行動を促進する仕組み」が機能し始めた段階と捉え、今後も「ベジ活
選手権」の継続開催により更なる社員の意欲向上を図るとともに、測定会の
実施頻度や運営方法についても検討し、「参加型施策」から「行動定着型/習
慣化施策」へステップアップする設計を検討します。

ベジチェック測定会の考察
効果
あり

7以上：146人（18.2％）
2UP：60人（7.5％）
達成者：184人（23％）

18



＊運動習慣率（数値目標）

2023年度 2024年度 2025年度

実績 実績 実績 目標 評価

運動習慣率 25.1％ 29.2％ 30.2％ 35％ △

身体活動率 32.5％ 39.0％ 43.6％ - -

肥満率 37.4％ 37.6％ 34.9％ 35％ 〇

19

運動習慣定着に向けた取り組み結果

★看護師事業所巡回による健康講話・健康測定会の継続

運動習慣率は30.2％(+1.0ｐｔ）、身体活動率は43.6％(+4.6ｐｔ）、肥満率は34.9%(-2.7ｐｔ）と改善し、
2024年度より重点的に取り組んできた施策の効果が徐々に顕在化してきました。特に身体活動率の伸長か
ら、行動喚起の面では成果が確認できました。 しかし運動習慣率は目標未達であり、今後は「継続・定着」に
向けた施策の深化が必要と思われます。

2021 2022 2023 2024 2025

健康イベント参加率 85% 89% 70％ 79％ 91％

健康意識向上 95% 95% 94％ 95％ 94％

イベント満足度 96% 97% 95％ 96％ 93％

TANITA体組成測定会を全拠点で継続実施するとともに、各自が自身の経年変化を正しく把握し行動変容
に繋げられるよう、前回結果との比較方法について健康講話内で説明を行いました。

TANITA体組成測定会の様子



必要性は理解していても行動に移せなかった方 222人のうち126人（56.8％）が「明日から実践する」「近いうちに行動しようと思った」と意識の変化が見られました
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参加後

126

必要性を感じていなかった方 21人のうち14人（66.7％）が「明日から実践する」「近いうちに行動しようと思った」「必要性は理解した」と意識の変化が見られました

取り組みの結果・・・

運動無関心層の243人中140人（57.6％）に意識変化が見られました
参加者 845名 中
有効回答 694名

20
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運動習慣定着に向けた取り組み結果

ウォーキングイベント参加者推移アプリ変更 会社独自（人）

★ウォーキングイベント「どけぽんウォーク」+会社独自のウォーキングイベント開催

健保組合主催イベント： 指定アプリ変更の影響で参加率30%に低下

会社独自イベント： 『てくてくエンジウォーク』を開催
アプリ切替促進と運動習慣の更なる定着を図りました。

＜参考＞切替後アプリ登録率45％（健保組合の大規模事業所中6位）＜2025年10月時点＞



22

試作オリジナル体操実践の様子

★NETオリジナル体操の制作

設問 回答内容

現在、筋骨格系の不調を感じている人 全体４９％（男性４１％、女性７９％）

不調を感じている部位 肩７４％、首６５％、腰５７％

その不調が悪化する状況 長時間の座り仕事７７％、運動不足２９％

オリジナル体操に期待する効果 肩こり・腰痛予防、改善４６％、
ストレッチ４３％、
気分転換４０％、姿勢改善３０％

どんなスタイルの体操が良いか 簡単で誰でも出来る７０％

体操の所要時間の希望 ２～３分７７％

オリジナル体操制作に関する社内アンケート結果（要約）

会社創立20周年の節目を契機に、社員の一体感を醸成しつつ運動習慣の定着を図る目的で
NETオリジナル体操の制作を開始しました。

①労務課社員出演による日常業務の動きを取り入れたデモ動画を作成し、 健康講話で社員に紹介
②健康講話後にオリジナル体操についてのアンケートを実施
③アンケート結果をもとに、理学療法士監修にてNETオリジナル体操のお手本動画を制作

社員等の約半分が
筋骨格系（特に肩・首・腰）
に不調を抱えている

簡単で誰でも出来、かつからだの不調の予防改善効果の高い体操を制作しました

NETオリジナル体操の手本動画
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★運動の習慣化促進
健保組合主催のウォーキングイベントは指定アプリ変更の影響で参加率が減少した

ため、アプリ切替促進を兼ねて、会社独自のウォーキングイベント「てくてくエンジ
ウォーク」を開催しました。結果、アプリ登録率は健保の大規模事業所中6位となり、
一定の成果が得られました。
また、前年度開始したTANITA体組成測定会を全拠点で継続し、前回との比較方

法について健康講話内で説明を行いました。また会社創立20周年の節目を契機に、
社員の一体感を醸成しつつ運動習慣の定着を図る目的でNETオリジナル体操の制
作を開始しました。 これらの取り組みにより、身体活動率は前年比+4.6ｐｔの
43.6％へ改善し、前年度より重点的に取り組んできた施策の効果が徐々に顕在化
しました。さらに運動無関心層の約6割に意識変化が確認され、行動変容の進展が
示唆されました。

今後はウォーキングイベント（健保組合・会社独自）および体組成測定会を継続し、運
動のきっかけづくりを強化します。あわせて、NETオリジナル体操の職場実践、愛称
募集により主体的な参加と職場単位での運動の習慣化を促進します。さらに各職場
の体操実施状況を撮影・編集し、全社一体の取組として「完成版動画」を制作、展開す
ることで行動の定着を後押しします。 これらの段階的な施策により運動習慣の定着
および肥満率の低減を目指すとともに、高齢労働者の身体的フレイル予防や転倒災
害防止へとつなげていきます。

運動習慣定着に関する考察
一歩
前進



喫煙対策への取り組み結果

①毎週水曜日を「スワンデー」とし、就業時間内禁煙推奨日を継続
②全拠点において看護師による健康講話を実施

「吸う人も吸わない人もクリーンな職場へレベルアップ～空気がうまい職場はじめます～」
をテーマとし、スワンデー開始前に実施した喫煙に対するアンケート結果の周知、 喫煙・受動喫煙
の影響、生活習慣や健診有所見との関連について情報提供を実施

③喫煙関連の動画配信、情報発信（リテラシー向上）
④健保組合と協働「みんチャレ禁煙」への参加を促進
⑥禁煙支援士による個別支援継続

「みんチャレ禁煙」の参加者および禁煙成功率

＊喫煙率（数値目標）

2023年度 2024年度 2025年度

実績 実績 実績 目標 評価

喫煙率 30.3％ 29.9％ 29.5％ 27.0％ △
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喫煙対策に関する考察

★喫煙対策の推進

前年度から喫煙対策を多面的に推進した結果、喫煙率は0.4ｐｔ減の29.5％と
漸減したものの、その水準は自然減の範囲にとどまり、目標達成には至りません
でした。

一方で、健康講話による情報提供は2026年3月まで継続して実施しており、現
時点の喫煙率には当施策の効果が十分に反映されていない可能性があります。

また、「みんチャレ禁煙」では、禁煙成功率が0％から50％へと改善し、2026年
度は参加者が倍増するなど、行動変容に向けた前向きな変化も確認されています。

しかしながら、禁煙行動の定着や喫煙率低下などのアウトカム指標への影響は、
一定の時間を要するものと考えます。

このため、現時点は効果検証の途中段階と捉え、効果発現のタイムラグを考慮し
た中長期的な評価が必要と考えます。

今後は、これまで実施した施策の効果測定として再度アンケート調査を実施し、
各施策の効果検証を行うとともに意識変容および行動変容、禁煙意向などのプロ
セス指標についても把握します。これらの結果を踏まえ、今後は情報提供中心の
施策から行動変容を促す支援型施策への移行を検討します。

途中
段階
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女性の健康課題への取り組み結果
★生理休暇を取得しやすい環境整備（名称変更、休暇取得単位の拡大）

女性社員から生理休暇が取得しづらいとの声が寄せられ、実態把握のため女性社員対象にアン
ケート調査を行った結果、生理休暇は認知されているものの取得に壁があることが判明しました。

アンケート結果（抜粋）

就業規則等の改正：生理休暇の名称を「エフ休暇」に変更

取得へのハードルを下げるため
・休暇の取得単位を半日・時間単位での取得も可能に
・休暇申請時に事由の明示を不要に

規程改正後に説明会を開催し、社員へ周知

2025年度 制度改正前
生理休暇 取得実績

0件

制度改正後
エフ休暇 取得実績

4件

生理休暇取得のしやすさ向上につながりました
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女性の健康課題への取り組み結果
★性差による健康課題の理解促進（女性産業医による健康セミナー：2回開催）

上期(8月） 下期(1月）
働く女性の 働く男性の 健康課題」「女性の健康」

乳がん触診モデルでしこりをチェック
〈自己触診法の体験セミナー〉

全社員対象

「みんなで学ぼう

女性社員対象

上期に実施した全社員向けの講話アンケート結果から、講話内容の理解度および満足度はいずれも高水準で、
性差や更年期に関する理解が7割以上で向上するなど、知識習得および意識醸成の面で一定の成果が認められ
ました。さらに、受講者の75％が「実践してみたい内容がある」と回答しており、女性の健康への配慮や受診行動
につながる意識変化が確認されたことから、行動変容に向けた基盤形成に寄与したと考えます。

下期に実施した女性社員向けの講話では、大半が「理解できた」と高水準であり、内容理解は十分に図られてい
ることが確認されました。また、乳がん自己触診の体験や女性特有の健康課題に関する具体的知識の習得に加
え、「自身の健康管理に活かしたい」「セルフチェックを実施したい」といった行動に直結する意識変化が多数認め
られ、実践的な学びへと発展していることが示唆されました。
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女性の健康課題への取り組みに関する考察
一歩
前進

★女性の健康施策の進展と制度活用の推進

上期講話により性差理解の向上と約75％の行動意欲が確認され、下期の女性
向け実践研修においても高い理解度が維持されるなど、意識醸成は着実に進展し
ていると思われます。

また、自己触診や体調管理への意識向上や行動変容の兆しがみられ、施策は「理
解段階」から「実践段階」へ移行していると考えます。

生理休暇に関しては、制度は認知されているものの利用に至っていない実態が
把握され、制度見直しにより取得実績が創出されました。

今後は行動定着支援と職場環境整備を進めつつ、中長期的な効果検証を行う
必要があると考えます。
社員の意見を取り入れながら、制度の改善についても検討していきます。
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2026年度の注力ポイント

「気づき」 を 「行動」 に

「行動」 を 「継続」 へ

2026年度 健康経営 基本戦略



①病気の重症化予防への取組

＊健康診断の早期予約と早期受診、再検査費用助成制度の継続

＊再検査受診勧奨の推進体制強化（再勧奨後未受診者へ健康経営推進責任者補佐による勧奨）

＊看護師による再検査個別再勧奨（リスク訴求を強化、項目特性に応じた重点フォローの実施）

＊看護師事業所巡回個別面談、推定野菜摂取量測定イベント「べジ活選手権」の継続

＊特定保健指導の義務化、委託業者「RIZAP」を継続

＊産業医、看護師による健康メール週1配信

②運動習慣定着に向けた取組

＊NETオリジナル体操の職場展開、「完成版体操動画」を制作

＊TANITA体組成測定会の継続および「1年前の自分に勝つプロジェクト」実施

＊ウォーキングイベント「どけぽんウォーク」「てくてくエンジウォーク」の参加促進

③喫煙対策

＊トップメッセージ「喫煙対策推進宣言」発出・周知

＊喫煙関連のアンケートを再調査し、施策評価、効果検証を実施

＊毎週水曜日の就業時間内禁煙推奨日「スワンデー」、喫煙関連の情報提供継続

＊土健保の禁煙施策「みんチャレ禁煙」への参加促進

④女性の健康課題への取組

＊女性特有のがん検診の情報提供と受診勧奨および効果測定

＊「エフ休暇」制度の認知度向上と利用ハードル低減、環境整備

＊女性産業医による相談窓口

⑤メンタルヘルス対策

＊ストレスチェック対象拡大による支援体制の強化

＊エンゲージメントの定期的可視化（パルスサーベイの導入）

＊看護師事業所巡回個別面談および高ストレス者・体調不良者の早期対応、継続支援

＊職場復帰支援体制の見直しと強化、円滑な職場復帰の支援の継続
30

２０２５年に得られた気づきと行動変容の兆しを確かな習慣へ発展させるため、健康行動を継続的
に支援する仕組みづくりを推進します。健康行動を見える化し、評価・支援することで、全社員の健
康習慣定着を目指します。 （2026年度の新規取り組みは赤字）

2026年度の取組方針



目標 要再検査率 50％, うち生活習慣病関連の項目の要再検査率 30％,  再検査受診率 80％
特定保健指導基準対象者率 15％, 特定保健指導実施率 70％

31

☆病気の重症化予防への取組

基本戦略：行動変容の促進とフォロー体制の強化
＊受診行動の促進

受診すべき診療科目を明示し、医療機関検索のハードルを低減します。
指摘項目においてかかりつけ医管理中の場合は、その旨を報告することで再検査扱いとします。

＊リスク訴求の強化
項目別に「伝え方」を工夫し、特に生活習慣病関連項目は時間軸のリスクを明示します。
産業医による講話を通じ、生活習慣病のリスク理解と受診意識の向上を図ります。

＊重点フォロー
重点5項目（血圧・脂質・尿酸・糖代謝・肝機能）の再検査受診勧奨のリマインドも、項目特性に応じて最適化し
受診完了までの継続的フォローを強化します。

＊受診タイミング管理
健康診断の早期予約、早期受診を継続し、7月末時点の未予約者には、健康推進責任者から受診を勧奨します。

＊推進体制の強化
健康推進責任者による定期勧奨を行うと共に、看護師による再勧奨後も未受診の場合は、健康経営推進責任
者補佐による個別勧奨へ移行します。
新卒・経験者採用社員は、看護師が全員面談します。

＊ヘルスリテラシー向上
ベジ活選手権を、行動定着・習慣化につながる施策へステップアップします。

2026年度の注力ポイント赤字は
数値目標を

再設定したもの
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☆運動習慣定着に向けた取組

目標 運動習慣率 35％， 肥満率 33％

基本戦略：運動習慣の定着と体組成改善（肥満率低減・筋力向上）

職場単位での習慣化促進、転倒災害防止、フレイル予防
＊機会づくり

ウォーキングイベント（どけぽんウォーク・てくてくエンジウォーク）およびTANITA体組成測定会
を継続実施します。

＊肥満率低減・筋力向上

体組成データを活用し、「測る」から「変わる」へ進化させる取り組みを実施します。

「1年前の自分に勝つプロジェクト」 (公平性と行動変容を両立した評価設計）

A ： 体脂肪率減少部門 B : 筋肉増加率部門 C : 筋肉の質（pHA）改善部門
→2025年度測定結果を主軸として、改善度合いを評価します。

＊運動日常化の促進
NETオリジナル体操を各職場へ展開し、職場実践を推進します。
体操の愛称募集により主体性を高めます。

＊一体感の醸成
職場での体操実施の様子を撮影・編集し、全社一体の取り組みとして「完成版動画」を制作し、
社内展開を図ります。

2026年度の注力ポイント

赤字は
数値目標を

再設定したもの
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評価部門 使用指標 算出方法 設計上のポイント

̱ ᾜ
̱ Ѽ₴̱ ►₴̱  

̱ ⁪
˗ ᵎ

֚

Ṕқ ᶤ
(►₴ᶤ −Ѽ₴ᶤ ) 
Ѽ₴ᶤ  100

ѝẀҲ
◙ ֞

͔ ֯
˔

ᵎ HA
( ►₴pHA Ѽ₴pHA

β∆↓
֚ ᵎ
ֻ ͔

前年(2025年度）比による改善度評価

前年からの“変化”に着目し、
体格差を補正した公平な全員参加型の評価設計

体脂肪率減少度合い・筋肉増加率・筋肉の質改善度合いの3指標

1年前の自分に勝つプロジェクト

A

B

C
※ ｐHA(フェーズアングル）とは、筋肉の「質」や細胞の健康状態を評価する指標。

数値が高いほど細胞膜が丈夫で栄養状態が良好で、低値になるとサルコペニアのリスクが上昇する。



2026年度の注力ポイント

34

目標 喫煙率 27％

基本戦略：「知っている」 を 「やる・続ける」 に変える戦略

＊トップメッセージの発信
代表取締役社長、専務取締役による「喫煙対策推進宣言」を発出します。

＊行動変容の強化
「みんチャレ禁煙」の参加推進を強化します。

＊効果検証の高度化
アンケート再調査により、これまでの施策評価を行います。
意識・行動・禁煙意向のプロセス評価を把握し、今後の施策を検討します。

＊継続的フォロー体制
禁煙支援士による支援を継続します。

＊リテラシー向上
喫煙関連の情報提供（動画・健康メール等）を継続します。

☆ 喫煙対策



☆ 女性の健康課題への取り組み
2026年度の注力ポイント
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基本戦略：「知っている」 を 「やる・続ける」 に変える戦略

＊行動定着支援

自己触診・体調管理について定期的にリマインドを実施します。

子宮頸がん、乳がん検診の情報提供および受診勧奨を行い、健保組合の助成制度についても

周知します。

＊制度の実効性向上

「エフ休暇」制度を再周知し、認知度の向上と利用ハードルの低減を目指します。

利用しやすい環境整備（管理職理解の促進）を行います。

＊効果測定

制度利用率、女性特有がん検診受診率を把握し、行動変容の評価と今後の施策を検討します。



2026年度の注力ポイント
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☆ メンタルへルス対策

基本戦略：「気づく」 から 「支え続ける」 へ進化
不調の早期対応から復職支援まで一貫した支援体制の構築

＊高ストレス者、体調不良者の早期対応、継続支援

産業医によるメンタルヘルス講話を実施し、「気づき」から「早期相談」への行動変容を促進
します。
看護師面談の早期対応、面談後フォロー、産業医・外部支援と連携し、支援を継続します。

＊ストレスチェックの対象拡大による支援体制の拡充

社員+派遣社員の支援体制を拡充し、職場環境改善を推進します。

＊パルスサーベイの導入 (パルスサーベイ：短期間で繰り返し実施する従業員意識調査）

エンゲージメントを定期的に可視化し、不調・ハラスメントの早期察知・対応および

職場環境改善に繋げます。

＊制度・体制の強化（再発防止、円滑な職場復帰の支援）

職場復帰支援体制を見直し、併せて復職支援マニュアルを策定し、職場・上司によるフォロー
体制を強化します。
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2026年度の注力ポイント
☆ ヘルスアクションポイント制度

基本戦略：「測る×動く×変わる」を一体化し、行動変容を仕組み化

点の施策から面の統合施策へ

社員の健康行動をポイント化し、継続した健康意識向上を促進するインセンティブ制度です。

【誰でも参加でき、努力すれば確実に評価される設計】

①単年度で終わらせず継続を促す仕組み(継続性）
②誰でも参加できる公平性
③努力や改善が正当に評価される妥当性

「結果」だけでなく、「行動」や「改善プロセス」も評価対象とすることで、

健康意識層・無関心層の双方を取り込み、全体のヘルスリテラシーと行動水準を底上げします。

インセンティブは翌年度ベネフィットポイントとして付与することで、単年度完結型ではなく、
健康行動の継続を促す構造とします。
行動から管理、改善へと段階的に評価することで、「まずやる」→「続ける」→「良くなる」という
健康行動の好循環を会社全体で創成します。(人的資本経営）

本制度は、健康施策を “イベント” から “仕組み” へ転換するものです。

”元気アップチャレンジ”
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４月 ５月 6月 7月 8月 9月
10
月

11
月

12
月

１月 ２月 ３月

病気の重症化
予防への取組

運動習慣定着
に向けた取組

喫煙対策

女性の健康課題
への取組

メンタルヘルス対策

ヘルスアクション
ポイント制度

健康診断の予約 ～７月

健康診断の受診 4月～1１月

再検査の受診 ～3月

特定保健指導の原則実施

看護師面談・べジ活選手権 （全事業所）

どけぽん
ウォーク【春】

どけぽん
ウォーク【秋】

健康講話・測定会・「一年前の自分に勝つプロジェクト」実施

2026年度の健康づくり計画

エフ休暇制度の再周知

NETオリジナル体操の全社展開

制度利用率・女性特有がん検診受診率把握

てくてくエ
ンジウォー
ク【初夏】

てくてくエ
ンジウォー
ク【初冬】

再検査未受診者へ リマインド勧奨 (看護師→健康経営推進責任者補佐）

産業医
講話

土健保生活習慣病健診

ストレス
チェック

組織分析
報告会

産業医
講話

医師面接・看護師面談
カウンセリング

看護師面談（全事業所）

カウンセリングサービスの情報提供と勧奨

ストレスチェック
体制再構築期間

パルスサーベイ

生活習慣・メンタルの両面から一次予防を強化

「気づき」 を 「行動」 に

「行動」 を 「継続」 へ

準備期間

ポイント積み上げ期間

土健保施策「みんチャレ禁煙」参加促進

毎週水曜日の「スワンデー（就業時間内禁煙推奨日）」継続

禁煙推進動画配信

アンケート
喫煙対策推進宣言

38
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経済産業省と日本健康会議が共同で実施する健康経営の顕

彰制度である「健康経営優良法人（中小規模法人部門）」に6

年連続で認定されました。

さらに今年は、認定を受けた企業のうち特に健康経営推進

の取り組みが優れている上位500社に与えられる称号「ブラ

イト500」の冠も3年連続で受けることができました。

※ 「ブライト500」は認定された企業の上位2.2％に該当

します。
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